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(57)【要約】
【課題】　Ｈ形鋼等を吊り上げて移動したり、反転させ
たりする時に傷を付けずに、又安全に作業が出来るよう
にすることにある。
【解決手段】　本発明吊り具は、鋼板に長方形の溝とＨ
鋼等を挟めるように切断加工した２枚の鋼板（１，２）
をスライドさせて、品物を挟んだり、はずしたりする。
　又、シャックルをとめる箇所を長方形の溝（５）にし
、上方に３箇所（両端、真中）（７、８、９）の窪みを
つけて、転倒させる時には、シャックルをその窪みに置
くことによって、倒すことあるいは起こすことが出来る
ことを特徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本発明吊り具は、鋼板に長方形の溝とＨ鋼等を挟めるように切断加工した２枚の鋼板を
スライドさせて、品物を挟んだり、はずしたり、既成シャックルをとめる箇所を長方形の
溝にし、上方に３箇所（両端、真中）の窪みをつけて、転倒させる時には、そのシャック
ルをその端の窪みに置くことによって、倒すことあるいは起こすことが出来る完全無傷安
全倒起吊り具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、Ｈ形鋼、その他のＴ形に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、吊り具には、様々な形、デザインを凝らした製品が生産、使用されている。
しかしながら、それらは品物に傷をつけたり、使用方法によっては安全性に問題がある。
【０００３】
　なお、本願発明に関連する公知技術として次の非特許文献を挙げることができる。
【０００４】
【非特許文献】　ホームページｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｏｋａｎｏｋｉｋｉ．ｃｏ．ｊｐ
．ｇｉｊｙｕｔｓｕ／２７／ｈｔｍにみられる上下で掴む構造のクランプ。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
最近、構造物の安全施工のため、形鋼に傷がついてはいけない部材がふえてきた。
　上述の如く、従来のクランプでは品物をくわえる時に品物に傷がつく。
【０００６】
　このため、吊り具としてクランプを使用した場合には、最終工程に於いてグラインダー
にて、この傷を除去する作業を行なっている。
　又、ハッカー（フック、爪）を使用する時には、使用方法を間違うと不安全となる。
更に、無傷クランプに於いても傷は皆無とは言えない。
【０００７】
　本発明は、このような点に鑑みて成されたものであり、その目的は、Ｈ形鋼等を吊り上
げて運搬したり、反転させたりする時に傷をつけずに、又安全に作業が出来るようにする
ことにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述の目的を達成する本発明吊り具は、鋼板に長方形の溝とＨ鋼等を挟めるように切断
加工した２枚の鋼板をスライドさせて、品物を挟んだり、はずしたりする。
　又、シャックルをとめる箇所を長方形の溝にし、上方に３箇所（両端、真中）の窪みを
つけて、転倒させる時には、シャックルをその端の窪みに置くことによって、倒すことあ
るいは起こすことが出来ることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　以上説明したように本発明によれば、品物を傷を付けることなく吊ることが出来、又倒
したり、起こしたりする時には、安全にかつ簡単に操作が出来る効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づき詳細に説明する。
【００１１】
　図１は外観斜視図、図２は２枚の鋼板を閉じたところの正面図、図３は開いたところの
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正面図である。
【００１２】
　図１に示すように、本吊り具は、鋼板に長方形の溝５とＨ鋼等を挟めるように切断加工
した１と２の板２枚をピン６でとめる。
　Ｈ鋼等を挟んだり、それをはずしたりする場合には、この２枚の鋼板（１、２）をスラ
イドさせることで可能となる。
【００１３】
　３は本体板１と２のスライドをさす為の添え板である。
【００１４】
　５は既成のシャックルを取付け可能な溝であり、７，９は両端の上部に付けた窪みであ
り、８は中央の上部に付けた窪みである。
　移動の際には、中央の窪み（８）にシャックルをあてる。
倒したり起したりする時には、端の窪みにシャックルを当てて操作をする。
【産業上の利用可能性】
【００１５】
　本発明はＨ形鋼の加工に於いて、無傷で、安全を要求される場合に利用する事が出来る
。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】　本発明の吊り具の外観斜視図である。
【図２】　図１の吊り具を閉じたところの正面図である。
【図３】　図１の「吊り具を開いたところの正面図である。
【符号の説明】
【００１７】
　１　　　　　本体の鋼板
　２　　　　　本体の鋼板
　３　　　　　本体板１、２のスライドの為の添え板
　４、４Ａ　　本体板を合わせた時の固定さすピンを入れる為の穴
　５　　　　　既成のシャックルを取付け可能な溝
　６　　　　　本体板１、２の自在接合ピン
　７　　　　　既成シャックルを固定させる為の窪み（端部）
　８　　　　　既成シャックルを固定させる為の窪み（端部）
　９　　　　　既成シャックルを固定させる為の窪み（中央部）
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